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1533～1603）はギリシャ・ラテン語を基礎とする
モア家のカリキュラムを取り入れ，語学のみなら
ず科学，文法，論理学，聖書釈義などを盛り込ん
だ教育を受けた。
　エドワード王子はさておき，2人の王女はいか
なるカリキュラムで教育されたのか。メアリー王
女の教育方針は，スペイン生まれの王妃キャサリ
ン・オブ・アラゴンの庇護を受けたスペイン人の
人文学者ヨハネス・ルドヴィゴス・ビベス（1492
～1540）の著した『キリスト教徒の女性のための
教育』にもとづく。初期キリスト教の教父たちの
著作，キリスト教徒の詩人たちの作品，古典の作
品，新・旧訳聖書の一部がテキストとして含まれ
ている。ビベスも女子にも男子と同じ教育を授け
るべきだと考えていたが，女性は本来的に弱く，
簡単に誘惑されると信じており，その意味でビベ
スの女性観は中世以来の保守的なものであった。
それで，メアリー王女には，自分が本来的に弱い
ということを認識させ，いかに学問を積んでも寡
黙でいるように説いた。
　ビベスとは対照的に，エリザベス王女の家庭教
師ロジャー・アスカム（1515～68）は，女性だか
らといって控えめになったり消極的なる必要はな
い，学びに男女差はないと信じていた。王女には
教師に積極的に話かけ，論を展開し，説得する術
を学ぶよう奨励した。アスカムは友人のシュトラ
スブール大学学長ヨハン・ストルゥミウスに宛て
た手紙のなかで，エリザベス王女のカリキュラム
について記している。
　「王女さまとともにキケロ（紀元前 1世紀のロ
ーマの政治家）の全作品と，歴史家リウィウス
（紀元前 1世紀）の作品のほとんどを読破しまし
た。午前中はギリシャ語の新約聖書を読み，午後
は，イソクラテス（アテネの著述家，紀元 4世紀）
の作品から適当なものを選び，また古代ギリシャ
の劇作家ソフォクレス（紀元 5世紀）を読みま
す。正しい言葉遣いで話し，古代の賢人の教訓を
知っておくことは，ご身分がら，いつかご自分を
弁ずるさいに必要だと考えるからです」＊4
　運命の転変を経て，25歳でイギリスの王座に
即いたエリザベスが，ヨーロッパの男性君主に一
歩のひけも取らず対抗し，1588年には，最強と
